
男女共同参画フォーラムでは
午後のホールイベントだけでなく
午前中には5つの分科会を

実施しました！　フレンテみえが3月8日の「国際女性デー」にあわせて
毎年開催している「男女共同参画フォーラム」。今回は、
NHK連続テレビ小説『虎に翼』でジェンダー・セクシュア
リティ考証を担当された前川直哉さんをお迎えし、だれも
が自分らしく生きる道を自分で選んでいくための、たくさ
んのヒントやメッセージをおうかがいしました。そのなか
から（ほんの一部ですが）、情報誌の読者の皆さまへ誌上
Reportとしてお届けします!

　轟と寅子の関係性や視線の演出では、カメラワークによる細や
かな感情表現が込められています。例えば、轟を下から撮ることで
寅子の視点を再現し、逆に轟が弱さを見せるシーンでは上から撮
影されていました。第100話、「今俺がお付き合いしているお方
だ！」と、自身が男性同性愛者であることを轟がカミングアウトする
場面も、BGMを排除し、静かで力強い演出に。轟のキャラがコミカ
ルになりすぎないよう、真剣なトーンを維持されていました。また、
アウティング（他人の性的指向などを勝手に明かすこと）への配慮
もあり、セリフや視線、アイコンタクトにまで細かな配慮がされて
いました。
　ほかにも、性の多様性についての基礎知識や、『虎に翼』の中で
印象的だったシーンなどもお話しいただきました。
　その内容は、フレンテみえのホームページにて
公開中のWeb限定コラム男女共同参画ゼミ「多
様な性と性的マイノリティ~朝ドラ『虎に翼』の考証
をして~」でご覧いただけます。ぜひご覧ください。

　女性同性愛者（レズビアン）はどうだったのか?
　実は、歴史的資料がほとんど残されていません。例えば、
1970年以降に刊行されたゲイ雑誌は約2,000冊残っているの
に対し、レズビアンやバイセクシュアル女性向けの雑誌はわずか
30冊ほどしか確認されていません。 
　その理由は大きく2つ。
①経済的・時間的自由の格差
②女性が「性の主体」になることへのハードル（女性は性欲を　
　持っているということを自覚しづらい）
　そのため、女性同性愛者は男性同性愛者に比べ、社会的にも
文化的にも可視化されにくく、コミュニティも形成されにくい状況
にありました。
　テレビ放送ではカットされましたが、この点についても吉田さ
んは描いています。作中、男性同性愛者の遠藤さんが「女性にも
同性愛者はいると思うが、男性のように自由になるお金も時間
もないから、集まるのが難しい」と語り、それに対して寅子が「こ
んなところにも男女の差があるんだ」と応じました。シナリオ集に
はこの重要なセリフが記載されています。

　大正時代の男性同性愛者の主な悩みは３つ。
①周囲に打ち明けられない　
②好きになれる相手がいない・出会いがない
③結婚のプレッシャーに困っている（親や社会から「結婚しろ」
　と言われる）
　当時の雑誌を読むと、内容は現代と驚くほど似ていることがわ
かります。こうした状況が続く中、戦後になると「アドニス」などの
ミニコミ誌やゲイバーなど、当事者たちが自分たちの居場所を作
る動きも出てきました。
　日本に「同性愛」概念が輸入された大正時代からすでに「同性
同士で結婚できたらいいのに」と書き残している人もおり、同性
婚の願いは昔から存在していたことがわかります。

『虎に翼』ジェンダー考証担当者と考える
“生きづらさ”と“自分らしさ”

　男女共同参画フォーラム ～みえの男女2025～

大正時代から男性同性愛者の悩みは、
今とほとんど変わっていない。

男性同性愛者と女性同性愛者

 『虎に翼』の演出は、性的マイノリティの
描写を真剣に 丁寧に取り扱っていた。

　本作の舞台となっている昭和30年代
にも実際には男性同性愛者やトランス
ジェンダーの人々は存在していましたが、
社会の中でもメディアでも「いないこと」
にされてきました。脚本家の吉田さんは、そうした「透明化された
存在」を描こうとしていました。
　そのため、当時の男性同性愛者の歴史的背景や描写について
考証を行う必要があり、「ジェンダー・セクシュアリティ考証」とい
う肩書で依頼がありました。この肩書は朝ドラ110作目となる本
作で初めてです。
　具体的には、時代設定に合わない表現（例：「ゲイ男性」という
言葉は当時使われていない）のチェックや性的マイノリティ当事
者を傷つける表現がないかなどを確認しました。 同時に、当時の
女性の生き方や価値観についてもジェンダー史の観点から
チェックをするという役割も担っていました。

ジェンダー・
セクシュアリティ考証とは

前川直哉さん スペシャルトーク

それぞれの分科会の様子も紹介し
ます

分科会１

　分科会1は「繋ごう、農山漁村の新たなカタチ！」をテーマに、異
業種から農林水産業に参入し、新たな取り組みを進めている株式
会社フジ技研の鏡谷有紀さんに講演いただきました。異業種から
の新規参入の課題やそれをどう乗り越えたか、そして鏡谷さんの
熱い想いに参加者の皆さん耳を傾けておられました。講演後は意
見交換会も行われました。

分科会４

　分科会4では学校での性暴力被害の当事者として、性暴力の
無いあたたかい社会を作るために活動している「声を聴きつな
ぐ会」さんによる講演が行われました。
　当事者の方が経験した性暴力のこと、学校という環境の権力
構造のことなどが実体験を交えて生々しく語られました。どうす
れば社会から性暴力が無くせるのか、この社会で暮らす私たち
一人ひとりが考えていかなければいけないと感じさせられまし
た。

　分科会5では、フレンテみえの講座受講者を中心に、政治につ
いて考える座談会を実施しました。
　参加者からは、「投票所を身近な場所にしたりWEB投票を導
入したりして、もっと気軽に投票できるようにしてほしい」「議会
モニターに参加する」「若い世代に興味を持てるような教育が大
事」「自分のモヤモヤがどう政治につながっているかを考えあえ
る場所、安心してモヤモヤを話せる場所がほしい」等、たくさん
の意見がでました。

分科会5
「政治に関心がない」「全然分からない」って
言ってるままでいいの？ ～座談会～
「政治に関心がない」「全然分からない」って
言ってるままでいいの？ ～座談会～学校での性暴力と向き合って学校での性暴力と向き合って

（主催：声を聴きつなぐ会）（主催：声を聴きつなぐ会） （主催：フレンテみえ）（主催：フレンテみえ）

分科会３分科会２

　分科会２では、キャリアコンサルタントの川村久実さんを講師
にお招きし、ワークショップを開催しました。参加者の皆様から
は、「考えて、言語化して、スッキリした」「楽しくてあっという間で
した」「気持ち的に、未来が明るくなってきた」など、嬉しいお言
葉を多数いただきました。初めてご参加いただいた方々との交
流も深まり、次年度の定例会がさらに楽しみになる会となりまし
た。2025年度も様々な企画をご用意しておりますので、ぜひご
参加ください。

　女性の参政権を求め、金子しげりらと結成した婦人参政権獲
得期成同盟会は、翌1925年婦選獲得同盟と改称しました。市
川房枝を中心に女性の連帯100年を掘り下げました。市川の愛
知女子師範時代のストライキ、女性差別撤廃条約の署名を迫る
活動など、また三重県の女性たちの行動も含め発表。さらに「女
性差別撤廃条約を活かしていない日本の現状」と題し、男女不
平等の現状と2024年10月に行われた日本報告審議について
も発表しました。

ひとまずOK！  私の働き方ひとまずOK！  私の働き方
（主催：働く女性のネットワーク三重、後援：三重キャリア形成リスキリング支援センター）（主催：働く女性のネットワーク三重、後援：三重キャリア形成リスキリング支援センター）

女性の連帯100年  ～市川房枝を中心に～女性の連帯100年  ～市川房枝を中心に～
（主催：男女共同参画みえネット、共催：三重の女性史研究会）（主催：男女共同参画みえネット、共催：三重の女性史研究会）

第37回農山漁村のつどい第37回農山漁村のつどい
（主催：「第37回 農山漁村のつどい」実行委員会）（主催：「第37回 農山漁村のつどい」実行委員会）
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特 集！

事業ご案内

●�働く女性ためのファシリテーション講座
―上手な意見の伝え方、

わたしらしい話し合いへの関わり方―

●��アソボ・マナボ・タノシソウブン�2025
「アイラブみー」のワークショップ

●おつかれさま お母さん

コラム

●なぜ?なに?男性のための相談
　　　　　　　　　　　　　　　ほか

事業報告

●種まきプロジェクトⅡ “働く”編
近未来リーダー☆育成プロジェクト

●みんなでつくるフレンテ交流会 
　「フレレク de 餅つき!」

●ホワイトリボンラン 2025 in みえ

●女性のための自分を好きになる
　トレーニング

三重県男女共同参画センター

フレンテみえ
フレンテとはスペイン語で

「前向き」という意味です。
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男女共同参画とジェンダーギャップに
関する県民意識調査

三重県では、ジェンダーギャップ （男女間の格差）解消に向けた課題を把握するため、定期的に意識調査を行っています。その最新調査が５年
ぶりに実施されました。前回の令 和元年度調査と比較すると、「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分担意識に「同感する」人の割
合は7.1ポイント減少しました。ただ し、30歳代～70歳代の男性では20％以上が「同感する」と回答しており、根強いジェンダーギャップが伺えます。
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男女共同参画フォーラムでは
午後のホールイベントだけでなく
午前中には5つの分科会を

実施しました！　フレンテみえが3月8日の「国際女性デー」にあわせて
毎年開催している「男女共同参画フォーラム」。今回は、
NHK連続テレビ小説『虎に翼』でジェンダー・セクシュア
リティ考証を担当された前川直哉さんをお迎えし、だれも
が自分らしく生きる道を自分で選んでいくための、たくさ
んのヒントやメッセージをおうかがいしました。そのなか
から（ほんの一部ですが）、情報誌の読者の皆さまへ誌上
Reportとしてお届けします!

　轟と寅子の関係性や視線の演出では、カメラワークによる細や
かな感情表現が込められています。例えば、轟を下から撮ることで
寅子の視点を再現し、逆に轟が弱さを見せるシーンでは上から撮
影されていました。第100話、「今俺がお付き合いしているお方
だ！」と、自身が男性同性愛者であることを轟がカミングアウトする
場面も、BGMを排除し、静かで力強い演出に。轟のキャラがコミカ
ルになりすぎないよう、真剣なトーンを維持されていました。また、
アウティング（他人の性的指向などを勝手に明かすこと）への配慮
もあり、セリフや視線、アイコンタクトにまで細かな配慮がされて
いました。
　ほかにも、性の多様性についての基礎知識や、『虎に翼』の中で
印象的だったシーンなどもお話しいただきました。
　その内容は、フレンテみえのホームページにて
公開中のWeb限定コラム男女共同参画ゼミ「多
様な性と性的マイノリティ~朝ドラ『虎に翼』の考証
をして~」でご覧いただけます。ぜひご覧ください。

　女性同性愛者（レズビアン）はどうだったのか?
　実は、歴史的資料がほとんど残されていません。例えば、
1970年以降に刊行されたゲイ雑誌は約2,000冊残っているの
に対し、レズビアンやバイセクシュアル女性向けの雑誌はわずか
30冊ほどしか確認されていません。 
　その理由は大きく2つ。
①経済的・時間的自由の格差
②女性が「性の主体」になることへのハードル（女性は性欲を　
　持っているということを自覚しづらい）
　そのため、女性同性愛者は男性同性愛者に比べ、社会的にも
文化的にも可視化されにくく、コミュニティも形成されにくい状況
にありました。
　テレビ放送ではカットされましたが、この点についても吉田さ
んは描いています。作中、男性同性愛者の遠藤さんが「女性にも
同性愛者はいると思うが、男性のように自由になるお金も時間
もないから、集まるのが難しい」と語り、それに対して寅子が「こ
んなところにも男女の差があるんだ」と応じました。シナリオ集に
はこの重要なセリフが記載されています。

　大正時代の男性同性愛者の主な悩みは３つ。
①周囲に打ち明けられない　
②好きになれる相手がいない・出会いがない
③結婚のプレッシャーに困っている（親や社会から「結婚しろ」
　と言われる）
　当時の雑誌を読むと、内容は現代と驚くほど似ていることがわ
かります。こうした状況が続く中、戦後になると「アドニス」などの
ミニコミ誌やゲイバーなど、当事者たちが自分たちの居場所を作
る動きも出てきました。
　日本に「同性愛」概念が輸入された大正時代からすでに「同性
同士で結婚できたらいいのに」と書き残している人もおり、同性
婚の願いは昔から存在していたことがわかります。

『虎に翼』ジェンダー考証担当者と考える
“生きづらさ”と“自分らしさ”

　男女共同参画フォーラム ～みえの男女2025～

大正時代から男性同性愛者の悩みは、
今とほとんど変わっていない。

男性同性愛者と女性同性愛者

 『虎に翼』の演出は、性的マイノリティの
描写を真剣に 丁寧に取り扱っていた。

　本作の舞台となっている昭和30年代
にも実際には男性同性愛者やトランス
ジェンダーの人々は存在していましたが、
社会の中でもメディアでも「いないこと」
にされてきました。脚本家の吉田さんは、そうした「透明化された
存在」を描こうとしていました。
　そのため、当時の男性同性愛者の歴史的背景や描写について
考証を行う必要があり、「ジェンダー・セクシュアリティ考証」とい
う肩書で依頼がありました。この肩書は朝ドラ110作目となる本
作で初めてです。
　具体的には、時代設定に合わない表現（例：「ゲイ男性」という
言葉は当時使われていない）のチェックや性的マイノリティ当事
者を傷つける表現がないかなどを確認しました。 同時に、当時の
女性の生き方や価値観についてもジェンダー史の観点から
チェックをするという役割も担っていました。

ジェンダー・
セクシュアリティ考証とは

前川直哉さん スペシャルトーク

それぞれの分科会の様子も紹介し
ます

分科会１

　分科会1は「繋ごう、農山漁村の新たなカタチ！」をテーマに、異
業種から農林水産業に参入し、新たな取り組みを進めている株式
会社フジ技研の鏡谷有紀さんに講演いただきました。異業種から
の新規参入の課題やそれをどう乗り越えたか、そして鏡谷さんの
熱い想いに参加者の皆さん耳を傾けておられました。講演後は意
見交換会も行われました。

分科会４

　分科会4では学校での性暴力被害の当事者として、性暴力の
無いあたたかい社会を作るために活動している「声を聴きつな
ぐ会」さんによる講演が行われました。
　当事者の方が経験した性暴力のこと、学校という環境の権力
構造のことなどが実体験を交えて生々しく語られました。どうす
れば社会から性暴力が無くせるのか、この社会で暮らす私たち
一人ひとりが考えていかなければいけないと感じさせられまし
た。

　分科会5では、フレンテみえの講座受講者を中心に、政治につ
いて考える座談会を実施しました。
　参加者からは、「投票所を身近な場所にしたりWEB投票を導
入したりして、もっと気軽に投票できるようにしてほしい」「議会
モニターに参加する」「若い世代に興味を持てるような教育が大
事」「自分のモヤモヤがどう政治につながっているかを考えあえ
る場所、安心してモヤモヤを話せる場所がほしい」等、たくさん
の意見がでました。

分科会5
「政治に関心がない」「全然分からない」って
言ってるままでいいの？ ～座談会～
「政治に関心がない」「全然分からない」って
言ってるままでいいの？ ～座談会～学校での性暴力と向き合って学校での性暴力と向き合って

（主催：声を聴きつなぐ会）（主催：声を聴きつなぐ会） （主催：フレンテみえ）（主催：フレンテみえ）

分科会３分科会２

　分科会２では、キャリアコンサルタントの川村久実さんを講師
にお招きし、ワークショップを開催しました。参加者の皆様から
は、「考えて、言語化して、スッキリした」「楽しくてあっという間で
した」「気持ち的に、未来が明るくなってきた」など、嬉しいお言
葉を多数いただきました。初めてご参加いただいた方々との交
流も深まり、次年度の定例会がさらに楽しみになる会となりまし
た。2025年度も様々な企画をご用意しておりますので、ぜひご
参加ください。

　女性の参政権を求め、金子しげりらと結成した婦人参政権獲
得期成同盟会は、翌1925年婦選獲得同盟と改称しました。市
川房枝を中心に女性の連帯100年を掘り下げました。市川の愛
知女子師範時代のストライキ、女性差別撤廃条約の署名を迫る
活動など、また三重県の女性たちの行動も含め発表。さらに「女
性差別撤廃条約を活かしていない日本の現状」と題し、男女不
平等の現状と2024年10月に行われた日本報告審議について
も発表しました。

ひとまずOK！  私の働き方ひとまずOK！  私の働き方
（主催：働く女性のネットワーク三重、後援：三重キャリア形成リスキリング支援センター）（主催：働く女性のネットワーク三重、後援：三重キャリア形成リスキリング支援センター）

女性の連帯100年  ～市川房枝を中心に～女性の連帯100年  ～市川房枝を中心に～
（主催：男女共同参画みえネット、共催：三重の女性史研究会）（主催：男女共同参画みえネット、共催：三重の女性史研究会）

第37回農山漁村のつどい第37回農山漁村のつどい
（主催：「第37回 農山漁村のつどい」実行委員会）（主催：「第37回 農山漁村のつどい」実行委員会）

ひ　と

３月８日（土）
開催日

CHECK

三重県では、ジェンダーギャップ （男女間の格差）解消に向けた課題を把握するため、定期的に意識調査を行っています。その最新調査が５年
ぶりに実施されました。前回の令 和元年度調査と比較すると、「男は仕事、女は家庭」といった固定的な性別役割分担意識に「同感する」人の割
合は7.1ポイント減少しました。ただ し、30歳代～70歳代の男性では20％以上が「同感する」と回答しており、根強いジェンダーギャップが伺えます。
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フレンテみえ 種まきプロジェクトⅡ “働く”編

近未来リーダー☆育成プロジェクト
STEP5　指導育成スキルアップのためのレクチャー 1月２5日(土)、2月22日（土）、３月１日（土）

開催日

３月2日（日）
開催日

　5年間続けてきた働く女性のためのセミナー「近未来リーダー☆育成プロジェク
ト」の最終年です。「指導育成スキルアップのためのレクチャー」をテーマとして、オン
デマンドの基調講座と3回の実践セミナーを実施しました。
　基調講座では、DEI（ダイバーシティ、エクイティ、インクルージョン）の特にエクイ
ティの視点を学び、セミナーではコーチングを取り上げました。コーチングはティー
チングとは違う。自己防衛は自己投影。他者のコーチングにはまず自分を知るこ
と。良いコーチングはコーチングの関係性にある。等、心理学も交えたコーチング
の理論を体系的に学ぶことができました。受講者の皆さんは、デモセッションや演
習にとても主体的に取り組んでいました。分からないことは質問として講師にぶつ
け、その回答も全員でシェアすることで、理解が深まっていった印象です。アンケー
トを見ると、学んだスキルをすぐに実践したい、部下や後輩の育成に活かしたいという
具体的なコメントが多くあります。受講者の皆さんの活躍が周囲にも浸透し、働く場
の意思決定に関わる女性が増え、働きやすい風土づくりが進むことを期待します。

ホワイトリボンラン2025 in みえ
　ホワイトリボンは、世界中の女性がより健康に、自分らしく生きることを支援す
る運動のシンボルです。その支援の輪を広げるためのチャリティランイベント「ホ
ワイトリボンラン2025 in みえ」を開催しました。会場のHOWAパークには約20
名の方が集まり、お揃いの公式Tシャツを身にまとい元気に楽しく走りました。
　当日の天気は雨予報でドキドキでしたが、皆さんの願いが届いたのかお天気
も味方してくれました。女性の健康と幸せを願いながら、それぞれのペースで走
り切った後は笑顔＆思い思いのポーズでゴール！走り終わ
った後は記念撮影をしたり、撮影した写真をSNSに投稿した
りと、心地よい汗と笑顔がはじける時間となりました。
　「走ろう。自分のために。誰かのために」の合言葉のもと、
温かく楽しい輪が広がるイベントでした。

２月24日（月・振）
開催日フレンテみえパートナーグループ・サポーターのみなさんの交流イベントFrente-Recreation

みんなでつくるフレンテ交流会「フレレク de 餅つき！」
　「フレレク」はフレンテみえに登録していただいているパートナー
グループやサポーターの皆さんが集まって、交流を深める会です。
今回は6年ぶりの「お餅つき」で交流を深めました。
　前日から男性料理グループの「ひろみ会」さんを中心に食材や道
具の準備を開始。当日は9時半に皆さんが集合して、もち米を「蒸
す」、石臼と杵で「つく」、手で「かえす」、お餅を「ちぎって、まるめる」、
お餅になるまでの工程を楽しみながら、大人も子どもも、自分たち
で仕上げたつきたてのお餅に舌鼓。定番のあんこ餅、きなこ餅、大
根おろし餅以外にも、ほうれん草の菜餅、大根菜の胡麻みそ餅、生
姜餅が大人気で、会話が弾んで楽しい時間を皆さんで過ごされて
いました。

議員への就任について
地方議会議員や国会議員に打診された場合、女性は男性よりも「断る」割合が15.4％高く、20歳代で「知識や能力のある分野なら引き受ける」と回答している
男性が29.4%なのに対し、女性は8.5％に留まります。一方で、身近な女性が打診された場合に、男性は女性よりも「断ることを勧める」割合が高くなっています。
知識や能力以外の理由によって、女性の方が議員になるハードルが高いことが伺えます。
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女性のための自分を好きになるトレーニング

マンガにしました！

　皆さんは「男だから」「女だから」と性別を理由に決めつけられたり、
それによってモヤモヤとした感情をいだいたことはありませんか？
　昨年、そういった性別を巡る固定観念にモヤモヤしたり、多様性につい
て考えさせられるエピソードを募集したところ、皆さんからたくさんのエピ
ソードをお寄せいただきました。職場、家庭、子どもの頃の体験などエピ
ソードの舞台も様々で、日常の中にジェンダーに関する課題がひそんで
いることを改めて感じさせられました。

　フレンテみえでは、お寄せい
ただいたエピソードをもとに性
別に関する「決めつけ」や「思い
込み」について考えるストーリー
を作成し、これを県内の大学生
や高校生、SNS上に漫画を投稿
されている方と一緒に漫画にし
ました。
　ジェンダーに関する問題は、
決して特別なことではなく、日
常の中にひそんでいます。漫画
を通して、自分の身の回りにあ
るかもしれない「違和感」や「モ
ヤモヤ」に目を向けてみません
か。

作成した漫画は
フレンテみえ公式
Instagramやホーム
ページ上で公開中。
ぜひご覧ください！

４月12日（土）、13日(日)
開催日

　フェミニストカウンセラーの加藤伊都子さんを講師にお迎えし、２日間の講座を実施しました。
　「自己尊重感（自尊心）が高すぎるとわがままになる」と思われがちですが、それは誤解であ
り、自尊心とは自分が自分であることの土台だというお話から講座が始まりました。高い自尊心
があれば、自分にとってよりよい選択ができるのと同時に、性差別社会を変えていくための力に
もなるとのことです。
　しかし女性は社会・文化的状況によって自尊心の成長を妨げられている、つまり妻や母として
の女性役割に適応するうちに自分をなくしていくということを学びました。「自己尊重スケール」

「自尊心に影響を与えるもの」「自分を守るコミュニケーション」「自分をほめるレッスン」等のワー
クに取り組み、感想を共有することで、これまでの自分について気づき、これからどう生きていく
かを考えるきっかけとなったようです。「自分の欠点にばかリ目がいっていたが、自分を大事に
自尊心を育てていきたい」「今の自分でいいんだと安心できた」などの感想が寄せられました。

性別を巡る“モヤモヤ”

“性別に関する「決めつけ」「思い込み」”
あなたの身の回りにも

監修：合田 文さん（株式会社TIEWA代表取締役）

地方議会議員や国会議員に打診された場合、女性は男性よりも「断る」割合が15.4％高く、20歳代で「知識や能力のある分野なら引き受ける」と回答している
男性が29.4%なのに対し、女性は8.5％に留まります。一方で、身近な女性が打診された場合に、男性は女性よりも「断ることを勧める」割合が高くなっています。
知識や能力以外の理由によって、女性の方が議員になるハードルが高いことが伺えます。
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日　時　７月26日（土）、８月２日（土）、８月30日（土）
　　　　各回10：00〜15：00
会　場　三重県総合文化センター内
　　　　生涯学習センター 2階 まなびラボ
対　象　3回すべてに参加可能な三重県内在勤の女性
参加費　無料
定　員　20名
講　師　竹本記子さん（ナラティブ・エナジー代表）
託　児　あり　要事前申込　1歳6ヶ月〜小学3年生程度
　　　　子ども一人につき1,000円
　　　　託児申込締切　7月12日（土）

事業案内

事業案内

登録要件等、
くわしくは、
こちらから

７
26

８
２
８
30・ ・

働く女性のためのファシリテーション講座
―上手な意見の伝え方、わたしらしい話し合いへの関わり方―
　働く場で、意見を言うことに苦手意識や課題を抱えている女性のみなさ
ん、思うことがあっても、「私の意見なんてきっと求められていない」と思い
がちになってしまったり、会議ではいつも同じ人が発言していて、自分が話
すことに不安を感じたり、そもそも話し合いの場にいるのがストレスになっ
てしまったりすることはありませんか？
　そんな同じような悩みを持つ女性たちと一緒にファシリテーションスキ
ルを学び、話し合いの場で自分らしく効果的に関わるための練習をしまし
ょう。ワークショップをしながら学ぶ、参加型の3回連続講座です。

　
1回目　働く場で女性が主張することの難しさには理由がある？
2回目　いつも同じ人ばかりが発言するのは場の設定にも問題がある？
3回目　話し合いの場にわたしらしく上手に関わるためには？

　フレンテみえでは、男女共同参画に関連した活動を行う団体や、男女共同参画社会の実現のた
めの活動に賛同する団体を支援しています。登録いただくと、フレンテみえのイベントへの参画や、
フレンテみえの活動スペース（会議室など）を利用することが可能です。
　男女共同参画に関連した勉強会や研究をしているグループや男女共同参画の意識をもってフレ
ンテみえの活動を応援いただける団体の登録をお待ちしています！

フレンテみえのパートナーグループになりませんか？

アソボ・マナボ・タノシソウブン2025
「アイラブみー」のワークショップ

　NHK Eテレで土曜の朝に放送されている「アイラブみー」というアニメー
ション番組をご存じですか？ 自分を知ること、自分を大切にすること、をテ
ーマに、5歳の主人公“みー”が家族や友人、地域の人たちと関わりながら
自分を探求していく内容で、子どもにも大人にもおすすめです。その「アイ
ラブみー」から1つのエピソードを取り上げて、夏休みの子どものおまつり

「タノシソウブン」で2つのワークショップをします。
ワークショップ①　じぶんの『きもち』をかいてみよう
ワークショップ②　じぶんの『かわいい』をつくってみよう
　あなたはどんな色がすき？ どんな形がすき？ だれかに“ヘンだ”って言わ
れたことはある？ そんなとき、どうだった？ 一緒に観て考えて、気持ちを言
葉にしたり、絵に書いたり、好きなものを自由に作ったりしてみませんか？
　8月10日はタノシソウブンの「アソボーデ〜！」です。他にも楽しいイベン
トが盛りだくさん。事前申込は不要ですので、ぜひお気軽にお越しください。

８
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事業案内
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日　時　8月10日（日）
　　　　ワークショップ①　11：00〜/14：00〜
　　　　ワークショップ②　10：00〜16：00
会　場　三重県総合文化センター内
　　　　三重県文化会館 2階 第2ギャラリー
対　象　4歳くらいから
参加費　無料
定　員　ワークショップ①は各回30名程度
　　　　ワークショップ②は随時ご参加いただけます

各回のテーマ

働き方について 昇進やキャリアアップを「したくない」割合は、女性が男性より8.4ポイント高い結果でした。「したくない」理由として、「仕事と家庭の両立が困難だから」と答えた割合は、男性が
29.4％、女性が39.4％と、10.2ポイントの差があります。女性の昇進やキャリアアップを阻む理由の一つに、なおも家庭に関する負担が女性に偏る現状が伺えます。
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　女性は、月経や妊娠・出産、更年期など、様々なライフステージを経験し
ます。それぞれの段階で特有の健康課題があり、ホルモンバランスの影響
で心身に変化が現れることもあります。こうした変化にうまく対応し、自分
らしく活躍するために、「フェムテック」や「フィトテラピー（植物療法）」の力
を借りてみませんか？ 自分の体調や心の変化にうまく対応する方法につ
いて学ぶとともに、性に対するネガティブなイメージをなくし、自分の性を
大切にする意識を深めていくことも大切です。自分の体と心にやさしく向
き合いながら、より健やかで幸せな生活を送るための方法を一緒に学んで
いきましょう。

フォーカスみえ
自分を大切にするためのフェムテック

事業案内

８
23 おつかれさま お母さん

　いいお母さんでいたいのに、現実はそうできない。そんな自分はだめなお
母さんだ…。子どものためにもっと頑張らなくっちゃ。他のお母さんはみんな
やっているんだし…。そんな思いを抱えながら子育てをしていませんか？
　フレンテみえの女性相談には、こういった悩みが数多く寄せられます。子
育ては母親だけ、女性だけのものではありません。周囲の大人たちが手を
取り合い、子どもを育てていける社会になればと願います。
　まだまだ子育ての責任を母親ばかりに求めがちな今の社会で、子育てに

奮闘しているお母さん方に向けた講座を8月に実施し
ます。前半は参加者の子育てエピソードをもとにした
講師からの講義と語り合い、後半は自分のために花束
を作るセルフケアワークショップ（協力：ＣＨＥＬＢＡＮ）の
二部構成で行います。子育てを一人で抱え込むと孤独
になりがちです。夏休み終盤、お母さん同士でつながり

「おつかれさま」とみんなで労わりあいましょう！

日　時　8月23日（土）　13：30〜16：30
会　場　三重県総合文化センター内
　　　　三重県男女共同参画センター
　　　　「フレンテみえ」 3階 セミナー室C
対　象　子育て中の県内在住・在勤・在学の女性
参加費　無料
定　員　50名　応募多数の場合抽選
講　師　福田由紀子さん（フェミニストカウンセラー）
託　児　あり　要事前申込　1歳6ヶ月〜小学3年生程度
　　　　無料 託児申込締切　8月9日（土）

日　時　9月13日（土）　13：30〜15：30
会　場　三重県総合文化センター内
　　　　三重県男女共同参画センター
　　　　「フレンテみえ」 3階 セミナー室C
対　象　テーマに関心のある方
参加費　無料
定　員　70名　
講　師　森田敦子さん（植物療法士）
託　児　あり　要事前申込　1歳6ヶ月〜小学3年生程度
　　　　子ども一人につき1,000円
　　　　託児申込締切　8月30日（土）

事業案内

８
24

フレンテ　にじいろプロジェクト

多様な性とわたしたち ～SOGIEインクルーシブな学校環境づくりに向けて～

　令和7年度から新たにスタートする「フレンテ　にじいろプロジェクト」は、
性の多様性の理解を深め、認め合う社会づくりを進めるため、形式にとらわ
れずLGBTQ+に関する課題について発信する事業です。
　初回となる今年度は、「SOGIEインクルーシブな学校環境づくり」につい
て、教職員や教育関連従事者向けの講座を開催します。
　いろいろな性のあり方の人たちがいることはなんとなく聞いたことがある
という方も増えてきましたが、具体的に学校のなかでどのようなことで困る
のかわからない、学校としてはどういった対応ができるのか不安だという方
も多くいらっしゃるのではないでしょうか。ただ一つの正解があるわけでは
ないかもしれませんが、事前に知識を得たり、対話を重ねたりしながらより
良い環境を作っていくことはできるはずです。
　すべての学校をセクシュアルマイノリティの子どもたちにとっても過ごし
やすい場所に近づけるために、必要な意識や知識、対応の視点などについ
て、講座をとおして一緒に考えていきましょう。

日　時　8月24日（日）　13：30〜15：30
会　場　三重県総合文化センター内
　　　　三重県男女共同参画センター
　　　　「フレンテみえ」 3階 セミナー室C
対　象　教職員ほか学校関係者、教育関連事業関係者
参加費　無料
定　員　40名　
講　師　認定NPO法人ReBit
託　児　あり　要事前申込　1歳6ヶ月〜小学3年生程度
　　　　子ども一人につき1,000円
　　　　託児申込締切　8月10日（日）

昇進やキャリアアップを「したくない」割合は、女性が男性より8.4ポイント高い結果でした。「したくない」理由として、「仕事と家庭の両立が困難だから」と答えた割合は、男性が
29.4％、女性が39.4％と、10.2ポイントの差があります。女性の昇進やキャリアアップを阻む理由の一つに、なおも家庭に関する負担が女性に偏る現状が伺えます。
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　情報誌Frente vol.100ではフレンテみえが開設している
「男性のための電話相談」の開設回数が増えることをお知ら
せしました。ご覧になった方のなかには「なんで男女共同参
画センターで男性のための相談をやっているの？」「男女共同
参画センターって女性のためのものじゃないの？」といった疑
問を持たれた方もいらっしゃるかもしれません。「『男女』共同
参画」といっても、特に男性の方からすると「女性のため」と感
じる方も多いようです。加えて男女共同参画センターがもと
もと「女性センター」として設立されたことをご存知の方はよ
りそう感じるかもしれません。
　確かに、今の世の中では様々な場面において男性のほう
が優遇されていることが多いです。特に政治や経済の分野
ではその傾向が顕著にあらわれています。同時期に入社し、
同じように成果を上げていても、なぜか昇進するのは男性ば
かり…。女性が選挙に出馬しようとすると、「家のことはどう
するつもり？」「子どもの世話は？」などと歯止めをかけられて
しまうケースも多々あります。こうした現実を見ると、男性へ
の支援よりも女性への支援をもっと増やすべきだと思うのも
当然のことかもしれません。
　しかし、男性はあらゆる分野において優遇されているので
しょうか？
　男性は「強くあること」「弱音を吐かないこと」「競争社会を
勝ち抜くこと」といったことを求められがちです。その結果、つ
らいことがあってもそれを誰にも相談できず、一人で抱え込
んでしまい、より深刻な事例につながることも少なくありませ

ん。つらいときに誰にも相談できないのはほんとうにしんど
いことです。
　さらに勇気を出して相談したとしても、相談した相手から

「男なんだからそんな情けないこと言ってたらダメでしょ」「そ
んなんじゃ、男として格好がつかないよ」などと言われ、まとも
に取り合ってもらえないということも多々起こっています。こ
れは私たちの社会が男性に対して「弱くあることを許さない」
風潮が根強く残るがゆえに起きてしまう出来事です。男性で
あるというだけで相談することさえ許されない、そんな社会
は果たして平等な社会なのか。私たちは今こそ考え直す必要
があるのではないでしょうか。
　今必要なのは男女どちらか一方だけを押し上げるための
支援ではなく、性別によって異なる困難を抱えている人たち
に、それぞれに合った支援を届けることです。
　フレンテみえの「男性のための電話相談」はこのような社
会状況を十分に理解した相談員がお話をお聴きしています。
性別による思い込みが強く残る社会だからこそ、男女共同参
画センターで男性のための相談窓口を開設する意義がある
のです。
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なぜ？なに？男性のための相談

男性の相談員による男性のための電話相談

直通ダイヤル 059-233-1134

毎月第１木曜日17：00〜19：00
毎月第４土曜日10：00〜12：00

（三重県総合博物館）
MieMu:みえむ

三重大学附属
小・中・特別支援学校

津市産業・スポーツセンター

三
重
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ま
で
の
ご
案
内

毎週月曜日
年末年始

（12月29日から
1月3日まで）

■バス／津駅西口1番のりばから約5分
■徒歩／津駅西口から約25分
■自家用車／伊勢自動車道芸濃インターから約10分、津インターから約10分
※駐車場は1,400台（無料）。できるだけ公共の交通機関をご利用ください。

休
館
日

発
　
行

交
　
通

三重県男女共同参画センター フレンテみえ
〒514-0061 三重県津市一身田上津部田1234番地

TEL：059-233-1130　FAX：059-233-1135
URL  https://www.center-mie.or.jp/frente/
E-mail：frente@center-mie.or.jp

再生紙を使用しています。
※祝日の場合「朝・昼」相談あり（翌平日が休館日）

フレンテみえ相談室

曜日相談時間 月 火 水 木 金 土 日
   9：00～12：00 休

館
日
※

● ● ● ● ● ●
 13：00～15：30 ● － － ● ● ●
 17：00～19：00 － － ● － － －

専用ダイヤル 059－233－1133
＊
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。　

女性のための電話相談 秘密厳守・相談無料

生き方・家族・人間関係・離婚・職場 などなど…　性別にとらわれずに
自分らしく生きるために、様々な悩みの相談をお受けします

フ
レ
ン
テ
み
え
相
談
室
の
ご
案
内

（
切
り
取
っ
て
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

フレンテみえ 検 索
～詳しい情報はホームページまで～

三重県の男女共同参画社会を推進する拠点施設として
津市の三重県総合文化センター内に平成６年オープン。
情報発信・研修学習・相談・調査研究・参画交流および
人材育成の「６本の柱」で、様々な事業を展開してい
ます。ぜひ皆さま、お気軽にお立ち寄りください！

フレンテみえフレンテみえ って、なに？

2025.6
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